
５ 感受性対策（ワクチン接種）

５－１ 免疫がない集団だと爆発的に流行します

ワクチン接種は、感染症対策の３原則における、感受性対策にあたります。免疫を持っ

ていない状態（感受性のある状態）を解消する方法です。感染症にかかると、その病原体

に対する免疫ができ、免疫ができることで、その感染症に再びかかりにくくなります。ま

た、かかったとしても軽症になります。こうした感染症に対する免疫を強くするために、

ワクチンを接種します。

新型コロナウイルス感染症のように新しいウイルスには、免疫を持っている人がいな

かったため世界的な流行になってしまいました。

わが国では、2021年2月の「新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針」に基

づき、ワクチン接種が開始されています。

障害福祉サービス事業所・施設の利用者には、基礎疾患などでワクチン接種ができない

方もいらっしゃいます。利用者を感染から守り、障害福祉サービスの継続的な利用ができ

ることは、利用者やその家族の生活を支えるために重要です。周囲の人がワクチン接種を

済ませることは、利用者を感染から守ることにつながります。
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予防接種は新型コロナウイルス感染症だけではありません。感染症や予防対策に関心が高

まっている今だからこそ、予防接種歴や健康状態の把握を保護者に働きかけておくと、日常

の健康管理が全般に行き届きやすくなります。

ワクチン接種の情報は、豊島区のホームページをご覧ください。さらに、厚生労働省の

「新型コロナワクチンQ&A」では、チャットで質問項目を選択すると回答が示されるように

なっています。3回目の追加接種など、ワクチン接種を取り巻く状況は日々更新されています

ので、正しい情報にアップデートして、一人ひとりが予防接種を理解して、自らの意思で接

種の判断することが大事です。

５－２ 予防接種歴の管理



引用：厚生労働省新型コロナワクチンQ&A

https://www.cov19-vaccine.mhlw.go.jp/qa/
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